




























































































• 細胞周期特異的薬剤 cell cycle-specific (CCS
） agent













































































































• ラウス肉腫ウイルス（Rous sarcoma virus、
レトロウイルス）のがん遺伝子として、v-
Srcが発見された。
• 活性型チロシンキナーゼが癌遺伝子の正体の
ひとつであることが明らかにされている。
図13-1 抗悪性腫瘍薬の核酸・
タンパク質合成阻害機序
① プリン体合成阻害：6-メルカプトプリン, 
6-チオグアニン
② リボヌクレオチド→デオキシリボヌクレ
オチド変換阻害：ヒドロキシウレア
③ デオキシリボヌクレオチド合成阻害：メ
トトレキサート, 5-フルオロウラシル
④ DNA合成阻害：シタラビン
⑤ DNA障害：アルキル化薬, ブレオマイシ
ン, ダクチノマイシン, アントラサイクリ
ン系抗生物質, ポドフィロトキシン
⑥ RNA合成阻害：ダクチノマイシン
⑦ タンパク合成阻害：L-アスパラギナーゼ
⑧ 微小管機能障害：ビンカアルカロイド, タ
キサン化合物
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